














福 井 達 雄
タングステンブロンズ型強誘電休Ba2NaNbtOIS(aSN)は､ Ti=300℃付近以下で強弗性
かつ不盤台相になり､ TI=250℃付近で完全にLocト Inしない淑基台相に入 り舷弧までこの相が続 く.
そして､ このとき被屈折. 不盤台スペクトルの横分強度. 不集合Jtラメータ等に大きな温度履歴 を
示す ことが現在までに報告されている.
本研究は. この不整合相においてみ られる特異な現魚.t範晶育成条件の朋係 を明 らかにし. aS
Nの不盤合性の起因を探ることを目的としている. すなわち､ ストイキオメトリックな仕込み凪成
を持ちブリッジマン法で青成 されたBSN (S結晶)H2Iと, 8ARRACLOtlCH組成を持ちチョクラルス
キー故で育成されたBSN (B始I&)Hの 2棚FIの試料について. 不戯合スペ ク トル を食む山折強
度の収集 を室温において X線 自動 4紳回折計を用いて行い､ また不盤台スペク トルの温度変化 各
格子定数及び格子歪の温良変化の滞走をⅩ腺自動 2軸回折計 を用いて行った.
Tat'181に室温での両試料の格子定政 と単位胞の休







の温良依存性を示す. これ を比較す ると､ 1)娘成比
育成法を変えても完全にLock-lrLしない擬整合相は存
在す る, 2)温度凍鹿の将は B結晶に比J<S捻晶の方
がはるかに大きいことがわかる. この焦慮塵のh-の追
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